
 
 

48

 

（
３
）
市
民
で
都
市
の
楽
し
さ
を
演
出
す
る
街

 

①
現
況
と
課
題

 

熊
谷
市
で
は
広
い
歩
道
を
持
つ
幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
、
恵
ま
れ
た
公
共
空
間
を
持
つ
中
心
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
中
心

市
街
地
の
細
街
路
に
つ
い
て
も
、
カ
ラ
ー
舗
装
や
電
線
の
地
中
化
、
用
水
路
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
快
適
な
空
間
が
構
成
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間
を
活
か
し
、
空
き
店
舗
や
空
き
地
も
活
用
し
て
、
賑
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

 

 
②
狙
い

 

熊
谷
市
の
街
路
環
境
は
、

市
街
地
整
備
へ
の
努
力
の
積

み
重
ね
の
結
果
、
き
わ
め
て

充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た

公
共
空
間
を
活
用
し
て
、
市

民
の
演
出
に
よ
る
楽
し
い
街

づ
く
り
を
進
め
、
熊
谷
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上
と
中

心
商
店
街
の
振
興
を
図
っ
て

い
く
。

 

 
③
対
応
方
針

 

１
）
高
齢
者
の
活
動
の
場
と

し
て
の
公
共
空
間

 

こ
れ
ま
で
の
商
店
街
の
活

性
化
の
取
り
組
み
は
、
市
役

所
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
と

商
店
街
に
よ
っ
て
専
ら
行
わ

れ
て
き
た
。
団
塊
の
世
代
の

リ
タ
イ
ア
の
時
期
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
こ
の
世
代
を
は

じ
め
広
範
な
市
民
と
の
参

加
・
協
同
に
よ
る
街
づ
く
り
、

と
り
わ
け
公
共
空
間
の
演
出

等
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、

都
市
の
顔
と
し
て
の
中
心
市

街
地
の
再
生
を
図
っ
て
い
く
。

 

 

 

２
）
公
共
空
間
演
出
の
方
向

 

JR
高
崎
線
と
国
道

17
号
に
挟
ま
れ
た
熊
谷
駅
北
口
の
中
心
商
店
街
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
街
路
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
個
性
を
活
か
し
た
演
出
の
方
向
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
街
路
に
お
い
て
、

歩
車
道
の
棲
み
分
け
を
よ
り
一
層
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
道
路
占
用
許
可
等
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

 
星
川
通
り
 

 
 テ
ー
マ
：
水
辺
を
活
か
し
た
「
和
風
」
街
路
 

演
出
要
素
：
和
風
の
店
構
え
、
縁
台
、
の
れ
ん
、
番
傘
、
盆
栽
、
日
本
の
伝
統
色
に
よ
る
色
彩
統
一
、
水
辺
の
ア
ヤ
メ
、
 

軒
先
縁
側
空
間
 

 
 
 
 
 
店
舗
商
品
：
和
菓
子
、
茶
、
人
形
、
和
服
小
物
雑
貨
、
伝
統
工
芸
品
 

 
 
駅
前
横
断
通
り
 

 
 
 
 
 
 
テ
ー
マ
：
飲
食
の
集
積
を
活
か
し
た
「
グ
ル
メ
屋
台
」
街
路
 

 
 
 
 
 
 
演
出
要
素
：
屋
台
、
縁
台
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
、
 

ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
、
世
界
の
屋
台
店
舗
 

 
 
 
 
 
 
店
舗
商
品
：
懐
か
し
い
飲
食
、
珍
し
い
飲
食
、
気
軽
な
飲
食
、
 

こ
だ
わ
り
の
飲
食
 

 ３
）
空
き
店
舗
、
遊
休
地
の
暫
定
活
用

 

空
き
店
舗
や
遊
休
地
に
つ
い
て
は
、
リ
タ
イ
ア
後
の
高
齢
者
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
場
と
し
て
暫
定
的
な
活
用
を
図
り
、
開
業
の
た
め
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
と
し
て
活
用
す
る
。

 

 
星
川
通
り
（
四
季
折
々
に
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
）

 

 
 
  

春
：
各
店
舗
で
通
り
に
向
け
た
ひ
な
人
形
か
ざ
り
 

 
 
  

夏
：
ア
ヤ
メ
等
、
水
辺
の
花
ま
つ
り
 

 
 
  

秋
：
伝
統
工
芸
祭
り
（
自
作
品
展
示
販
売
）
 

 
 
  

冬
：
食
文
化
ま
つ
り
（
抹
茶
と
和
菓
子
、
伝
統
料
理
）
 

 
 駅
前
横
断
通
り
 
（
四
季
折
々
に
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
）
 

 
 
 

春
：
屋
台
製
作
体
験
イ
ベ
ン
ト
 

 
 
 

夏
：
店
開
き
実
習
コ
ン
テ
ス
ト
 

 
 
 

秋
：
屋
台
芸
術
祭
（
屋
台
の
芸
術
性
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
）
 

 
 
 

冬
：
照
明
演
出
祭
り
（
夜
景
を
演
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
）
 

    
 

現
状

 
イ
メ
ー
ジ
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（
４
）
近
隣
で
安
全
・
快
適
に
買
い
物
が
で
き
る
街

 

①
現
況
と
課
題

 

厚
木
市
の
幹
線
道
路
は
、
厚
木
駅
を
中
心
と

し
た
放
射
状
道
路
と
、
中
心
市
街
地
を
半
環
状

に
取
り
囲
む
国
道

12
9
号
、

24
6
号
バ
イ
パ
ス

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
国
道

12
9
号
は
、

市
の
南
部
で
東
名
高
速
道
路
及
び
小
田
原
厚

木
道
路
と
結
節
し
て
お
り
、
国
道

12
9
号
、
国

道
24

6
号
バ
イ
パ
ス
の
交
通
量
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
放
射
状
道
路
と
の
交
点
で
の
交
通
混

雑
が
著
し
い
。
ま
た
厚
木
駅
周
辺
で
も
交
通
の

混
雑
が
激
し
い
。

 

国
道

12
9
号
、
国
道

24
6
号
バ
イ
パ
ス
や

駅
前
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
郊
外
の
住

区
ご
と
の
近
隣
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
高
齢
者

の
買
い
物
等
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

中
心
部
へ
の
交
通
の
集
中
を
軽
減
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

 

特
に
郊
外
に
は
、
独
立
型
の
住
宅
団
地
が
分

布
し
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
め
ば
買
物
等
の
日

常
生
活
に
支
障
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

 ②
狙
い

 

郊
外
の
居
住
地
に
お
け
る
生
活
環
境
の
充
足
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
高
齢
化
へ
の
対
応
と
中
心
市
街
地
へ
の
集
中
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、
放
射
状
道
路
の
沿
道
利
用
に
規
制
を
か
け
る
こ
と
で
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
、
中
心
市
街
地
等
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
改
善
を
図
る
。

 

 
③
対
応
方
針

 

１
）
近
隣
住
区
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 

高
齢
化
に
対
応
し
た
介
護
予
防
の
一
環
と
し
て
、
学
校
の
体
育
館
や
プ
ー
ル
の
休
日
開
放
な
ど
の
ほ
か
、
空
き
教
室
を
活
用
し

た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
し
、
周
辺
の
農
村
部
を
含
め
た
健
康
管
理
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

 

ま
た
団
地
内
に
立
地
す
る
商
業
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
加
え
て
、
リ
タ
イ
ア
者
に
よ
る
店
舗
開
設
な
ど
の
新
規
事
業
へ
の
取

り
組
み
を
推
進
し
、
特
技
や
趣
味
を
活
か
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
住
区
内
で
展
開
し
、
近
隣
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。
 

 

２
）
近
隣
住
区
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

 

郊
外
の
住
宅
団
地
は
計
画
的
に
開
発
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
従
前
か
ら
の
市
街
地
に
比
べ
て

安
全
性
が
高
い
場
合
が
多
い
。
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
が
や
む
を
得
ず
運
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
、
住
区

サ
ー
ビ
ス
会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
検
討
し
、
歩
行
者
の
安
全
性
を
一
層
高
い
も
の
に
し
て
い
く

と
と
も
に
、
車
の
走
行
の
安
全
性
に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
道
路
構
造
に
改
良
し
て
い
く
。

 

さ
ら
に
車
椅
子
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
な
ど
が
容
易
か
つ
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
な
配
慮
も
必
要
に
な
る
。

 
   

        
３
）
幹
線
道
路
沿
道
の
交
通
処
理

 

幹
線
道
路
の
沿
道
に
は
、
ロ
ー
ド
サ
イ

ド
型
の
商
業
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
多

数
立
地
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

道
路
か
ら
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
便
利
さ
が
受
け
て
い
る
が
、

歩
道
の
歩
行
者
と
り
わ
け
車
椅
子
の
利
用

者
等
に
と
っ
て
は
、
路
面
の
起
伏
や
出
入

り
の
車
が
通
行
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
道
路
交
通
か
ら
見
て
も
、
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
車
が
頻
繁
に
出

入
り
し
た
り
、
入
場
の
た
め
に
待
機
し
て
い
る
よ
う

な
状
況
は
好
ま
し
い
と
は
い
え
な
い
。

 

地
権
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
沿
道
が

埋
め
尽
く
さ
れ
、
沿
道
隣
接
街
区
の
裏
側
へ
迂
回
で

き
る
よ
う
な
交
通
処
理
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
は
、

将
来
の
沿
道
周
辺
地
区
に
お
け
る
面
的
開
発
の
障
害

に
な
る
。

 

各
施
設
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
別
途
設
け
さ
せ
る
こ

と
、
一
定
の
間
隔
で
将
来
の
道
路
建
設
を
想
定
し
た

空
間
の
確
保
を
図
る
こ
と
、
ミ
ニ
区
画
整
理
を
行
っ

て
裏
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
義
務
付
け
る
こ
と
な
ど

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
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（
５
）
公
共
交
通
の
充
実
し
た
利
便
性
の
高
い
街

 

①
現
況
と
課
題

 

合
併
前
の
柏
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
に
公
共
施
設
を
細
か
く
配
置
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。
一
方
、
沼
南
町

で
は
大
津
が
丘
地
区
に
町
民
全
体
を
対
象
に
し
た
各
種
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
。
合
併
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
対
応
の
違
い

を
統
一
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
が
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
施
設
の
整
備
に
と
ど

ま
ら
ず
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
配
置
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

こ
の
よ
う
な
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
等
も
必
要
で
あ
り
、
利
用
度
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
効
率
的
な
施
設
配
置
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

 

 
②
狙
い

 

柏
市
で
は

JR
常
磐
線
、
東
武
野
田
線
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
の
３
線
の
鉄
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
域

内
バ
ス
路
線
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
公
共
交
通
機
関
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
拠
点
駅
周
辺
に
お
け
る
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能

の
強
化
を
進
め
る
。

 

 
③
対
応
方
針

 

１
）
バ
ス
路
線
の
強
化

 

既
存
の
バ
ス
路
線
（
一
部
路
線
変
更
）
の
う
ち
、

鉄
道
駅
間
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
等
（

ex
. 
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
柏
た
な
か
～

JR
北
柏
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
柏
の
葉
～
東
武
豊
四

季
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
柏
の
葉
～

JR

柏
、

JR
北
柏
～
東
武
増
尾
～
（

JR
馬
橋
）
、（

JR

我
孫
子
）
～
大
津
ヶ
丘
～
東
武
逆
井
、

JR
柏
～
大

津
ヶ
丘
～
）
を
重
点
的
に
強
化
し
、
域
内
の
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
路

線
を
強
化
す
る
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
既
存
ス
ト
ッ
ク

の
活
用
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
協
力
と
い
う

観
点
か
ら
、
バ
ス
路
線
の
補
完
的
機
能
を
担
う
も

の
と
し
て
、
企
業
の
送
迎
バ
ス
を
高
齢
者
の
移
動

手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

 

・
市
域
全
域
が
密
度
の
高
い
公
共
交
通
網
で
全
市

域
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
き
、
交
通
弱
者
の
活
動

性
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

 

・
駅
間
を
結
ぶ
こ
と
で
、
片
輸
送
に
よ
る
非
効
率

を
緩
和
で
き
る
。

 

・
運
行
距
離
が
短
い
た
め
、
少
な
い
台
数
で
運
行

頻
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
幹
線
道
路
を
通
ら
な
い
た
め
、
幹
線
交
通
へ
の
負
荷
が
な
い
。

 

・
駅
周
辺
の
通
行
量
が
多
く
な
れ
ば
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
集
積
が
期
待
で
き
る
。

 

 

２
）
駅
周
辺
に
お
け
る
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実

 

地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
と
バ
ス
の
利
用
客
の
増
大
に
向
け
て
、
駅
周
辺
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
強
化
を
図

る
。

 

駅
周
辺
に
集
積
が
期
待
さ
れ
る
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

 

・
拠
点
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
集
会
所
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
図
書
室
、
出
張
所
な
ど
）

 

・
医
療
（
医
院
等
）
、
福
祉
施
設
（
相
談
所
等
）
な
ど

 

・
商
業
施
設
（
住
区
で
は
満
た
せ
な
い
商
業
機
能
、
介
護
用
品
等
）

 

 
整
備
の
方
法
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
、
交
流
の
た
め
の
施
設
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
手
法
を
活
用
し
て
整
備
、
あ
る
い
は
公

共
に
よ
る
整
備
の
場
合
に
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
に
よ
っ
て
、
幅
広
く
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
活
力
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
契
機
と
し
て
、
徐
々
に
医
療
や
商
業
等
の
誘
致
・
集
積
の
交
通
結
節
点
周
辺
に
お
け
る
形

成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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